"Genji monogatari" to "Heike monogatari" no tekusuto gengogakuteki kenkyū ni tsuite by FIALA  Karel
『源氏物語』と『平家物語』のテクスト言語学的研
究について






その他のタイトル "Genji monogatari" to "Heike monogatari" no





日本文化の研究は時代の思潮 にとらわれず 、時代 を超えてその独 自性を保持 しつ
づけなければならない。江戸期 よ り発展 してきた 「国学」は、漢文化 に対 し和文化
のアイデ ンティティを探 ってきた。 とりわけ本居宣長の語学 ・文学の研究はユニー
クな ものであ り、現代にも通 じる先端 的な研究であった。
本研究は、「語 り」「章段」「文の成立の条件」「係 り結びの文型」「取 り立て」な ど
の国語学の伝統を踏まえ、さらにテ クス ト言語学の手法を用いて 『源氏物語』や 『平
家物語』の文例を吟味 し、次の問題 について考察す る。
1.『 平家物語』にお ける時制表示の役割




VI.『 源氏物語』柏木帖にお ける敬語 と語彙の使用
1.『 平家物語』にお ける時制表示 の役割
『平家物語』の語 り本では本筋(「 前景」)の 時制 に所属す る述語 は無標で、時制
が表示 されない傾 向がある。 しか し話 の筋が基礎 レヴェル(メ イ ンテーマあるいは









勧賞には欠国を給ふべき由仰せ下 され ける。(流 布本では 「下 され給ひけ
る」 となっている)
例② 第一段階の例証 レヴェル 中頃太宰の権 の帥末 中の卿 といふ人 あ りけ り。
第二段階の例証 レヴェル ー人は桜 町の 中納言 しげの りの卿 の北の方 にてお
はすべ か りしが、八歳 の御約 束ばか りにて、…君達あまたま しま しけ り。
「流布本」に基づく例より
例③ 第一段階の例証 レヴェル ある 日はぎい ち、ぎにとつき、 ある 日はぎふ く、
ぎとくな どもつ くものもあ りけり。付かぬもの も多か りけり。
同 レヴェル …義王一人参 らんことの、 あま りにこころ うしとて、妹義女を
も合ひ具 しけり。
入道、 「仏慰 めよ」 とそのたまひける。義王 とか うの御返事にもおよぼず、
涙を抑へていでにけり。
例④ 忠盛播磨の守た りしに、鳥羽院の御願得長寿院 を造進 して…天承三月十三 日
供 養す。
例⑤ 如何なる賢王 ・聖主の御政 も、摂政関 白の成敗をも、人の聞か ざる処にては、
何 と無 く世 に余 されたるいたづ らごとなん ど傾き申すは常の習ひな り。
例⑥ 同年 の八,月七 日、香隆寺の うしとら、蓮台野に於て御埋葬有 り。
例⑦ さるほどに、…武 士…押 しや りて乱れ入 る。
例⑧ 当今御即位 ののちは、…院内の御仲、疎かな らずきこゆ。
例⑨ 去ん じ嘉保二年…山門の久住 の者円応 を殺 害す。
次の例⑩のよ うな複雑な長文では時制の助動詞が頻繁に使われ る。
例⑩ かか りし程 に、永万元年の春 の頃 より、主上御不予の御事御在す と聞こえし
程に、六,月二十五 日に俄かに親王の宣 旨を下され て、やがてその夜御譲位 あ
りけ り。
否定のモダリティ
否定のモ ダ リテ ィが表示 された場合 も、時制の助動詞 が省略 され ない ことが普通
である。
例⑪ 力及 ばでいで ざりけり。
例⑫ その夜の闇み うちはなか りけ り。
例⑬ あへて罪科の沙汰はなか りけ り。
語 り物 の基礎 レヴ ェル で も 「なか りけ り」 が 多用 され る こ とに関 して は 、次 の理 由
が あ る と考 え られ る。村 上(2000)は 、語 り構想 へ の転換 プ ロセ ス の 中で作 者 が 「な
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し」 を 「なか りけ り」 に変 え る こ とに よって 、五 拍 の句 を 目指 した と推測 す る。
「き」の用例
例 ⑭ 楊 貴 妃 が さい はひ し とき、 ときの き らめ でた か りき。
「ざりき」の用例
例⑮ 懸賞行 なはれ しこと、十両には過 ぎざ りき。
中世の軍記物語の語 り系 にいたると、肯定表現の終止形は、主 として漢文訓読体
に基づ くとみ られる文章に限 り使用が見 られ る。
「き」の連体形 「し」は、語 り部に よる解説の レヴェル(メ タ言語学的な レヴェ
ル)で 出現す る。たとえば 「とそ見え し」、「とそ聞こえし」な どの ような形式が こ
れに当たる。 また打 ち消 しに続 く 厂き」も出現す るこ とがある。
II.係 り結び文型の使用 と焦点の表示
係り結びの文型とその語り物における機能
現代 目本語 とチ ェコ語 の語順 に関す るパ ラ レル コーパ スのデー タ(フ ィア ラ
2008)が 示す通 り、チェコ語 のよ うに語順が相対的 に自由な言語類では、主題 ・取
立て ・焦点などは語順 によって示 され る。現代 日本語では、主題 と取 り立ては助詞
で示す ことができるが、焦点 は正確 に表示す ることができない。ただ古典 日本語 の
係 り結び文では、係 り助詞は発話の焦点を示 していた。古典 日本語 の 「喚体文」で
は助詞 「ぞ」 「なむ」「や」「か」「こそ」が焦点助詞であった ことは、焦点が明確 に
表示 されるチ ェコ語へ の翻訳文の語順か らも推測で きる。
「喚体文」では、話題が本筋か ら逸脱 し、例示的な働 きをし、後続文に引き継が
れない例が多い。
焦点助詞 「ぞ」は語 り物のジャンルで頻繁に出現する。また 「け り」 との組み合
わせで 「ぞ…ける」(焦 点+基 礎 レヴェルか らの逸脱)と い う文型 が成立す る。
語 り物の初期 の異本 に比べて より新 しい異本 では、「ぞ」が 「こそ」に置き換 えら
れ る例が徐々に増 えている。また初期の異本では 厂なむ」 も見 られ るが、小川栄一
が軍記物語研究会(1994)で 指摘 した ように、これは徐々に減ってい る。小川 によ
ると、13世 紀前半に成立 した 『宇治拾遺物語』では係助詞 厂なむ」は104回 出現す
るが、1306年 以降の 『とはずがた り』では 「なむ」は7回 、1309年 書写の 『延慶本
平家物語』では8回 出現 し、1370年 書写の 『覚一本』以降見当た らない。
皿.表 現 の反復
表現 の反復は語 り文体の特徴 として捉えることができる。村上(2000)は 、室町期
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成立の浄瑠璃本Dで 次の言葉 に注 目した。
例⑯ 「あづまへ くだ り ひでひ らを けい さく(計 策)し みや こへ
のぼ り…」
浄瑠璃御 前は、京の冠者風情 に恋を し母に追放 された。その後、彼女は御曹司の
命 を助け、紆余 曲折 を経 て自害に追い込まれた。浄瑠璃 の筋が極まる度に、浄瑠璃
御前の言葉は、それぞれ異 なる登場人物の 口を借 りて繰 り返 し吐 き出 される。悲劇
に身 を置 く登場人物達は、それ とは気づかぬままに同 じ言葉を繰 り返 している。
同 じ言葉を反復す ることで、情報の冗長度が上が り、聞き手に秩序感 ・安定感を
与えると見 られ る。反復表現は新情報は乏 しいが、聞き手を惹きつけ語 り手 と結ぶ
効果が得 られる。
牛若舞 曲や 『平家物語屋代本』 のような、初期の語 り接縁の作品の中にもこのよ
うな表現の反復が頻繁 に観察 され る。例 えば牛若舞曲では、鬼界が島に到着 した有
王の言葉 「是 に都 よ り流 され し法勝寺の執行御房 の行方や知 りたる」「是 に都 より流
されたまひ し法勝寺の執行御房の行邊や知 りたる」は、以前勅使元康が表 した言葉
とほぼ一致す る。ただ有王の言葉には赦免 され た二人 の名 は登っていない。
一方流の語 り本の達成期に至って、 「覚一本」 「百二十句本」な どでは早期の異本
に見 られる無意識的な反復 とは異 り、本筋のテーマは意識 的に繰 り返 されてい る
(「二人 とそ書かれたる、三人 とは書 かれず」)。
村上(2000)は 語 りの特徴 を次の ようにまとめた。
1)話 し手 と聞き手に共通す る場 が存在す ること、
2)登 場人物の劇的な行動が外面的 に捉 えられていること、
3)美 文の形をとった解説が挿入 されていること、
4)様 々な説話 の挿入が見 られ ること、
5)特 殊な言葉 の リズムが認 められ ること。
ここでテクス ト言語学の立場か ら次 の項 目を加 えたい。
1)語 り特有の長文や未完結提題句 の使用(西 田1990が 指摘す るよ うに、『平家物語』
では未完結提題句が多用 され る)。
2)語 り文章の文 を発話モダ リテ ィ類型によって三つの レヴェル(出 来事の レヴェル、
発話行為の レヴェル、語 り手に よる解説の レヴェル)に 分 けて当てはめると、
各 レヴェルにはそれぞれ独 自に変動する特徴が見 られ る。
未完結提題句の一例を挙げ よう。
『平家物語』巻一章段 の 「殿 下乗合」の 「…世の乱れそめける根源 は、…資盛朝
臣…六波羅へかへ られけ り。」とい う文において、文頭 と文末は呼応 しない。つま り




この ような未完結の構文は不安定で、『平家物語』では異本 を通 してダイナ ミック
に変動する。た とえば従来女車に乗っていた資盛の姿が、鷹狩 りをす る騎上の武士
に描 きかえられ た り、「雪は葉だれ に降った りけ り、枯野の景色お もしろか りけれ ば、
雲雀 ・鶉を追っかけ追 っかけ…」が挿入 されるなど、異本間の変動が見 られ る。
未完結提題句 の変動 は、次 に挙 げるセグメン トと文 の配列 の対比表か ら読み取れ
る。
IV.セ グ メ ン トと文 の配 列 の対 比
以下の表は、先述の未完結提題句を含む 『平家物語 ・巻一』章段 「殿下の乗 り合




























太字 最 もダイナ ミックな挿入成分や拡張の成分(よ り新 しい異本では左 の方に移
動する傾向があると思われる)




最後に、『源 氏物語』にお ける係 り結びの呼応 と敬語の一致 について述べたい。
V.『 源氏物語』冒頭文の構成
例⑰ いつれ の御時 にか、女御更衣 あまた さぶ らひ ける中に、い とや んご となき
際にはあ らぬが、す ぐれて時めきたまふ あ りけ り。
この文では以下のような呼応類型 の違反が見 られ る。
1)冒 頭文節 の 「いつれの御時にか」の中の係助詞 「か」は終止形 「あ りけり」に係
る。
2)「 時めきたまふあ りけ り」の中で、主節 と従属節におけ る敬語の不一致が見 られ
る。
「あ りけ り」は物語 冒頭文のプロ トタイプの表現であるか ら、作者は連体形 「あ
りける」あるいは尊敬語 「おは しけ り」 などのよ うな形式を避けたのであろう。
つま り、文章構成の レヴェル を規定する規則は文 を規定す る統辞規則 よりも重い。,
文章 レヴェルのプ ロ トタイプは文 レヴェルのプロ トタイプよ りも重視 されている。
構文 の一貫性 よりもテクス ト類型 の一貫性が優先 され る。
Vl.『 源氏物語』柏木帖における敬語 と語彙 の使用
次 の柏木 の文の引用 における絶対的敬語、相対的敬語、そ して敬語以外 の語彙の
対立 などをた どると、柏木 の内的世界が浮 き彫 りになる。
例⑱ 厂行方なき 空の煙 と な りぬ とも 思ふあた りを 立ちははなれ じ
夕はわきてながめさせたまへ。咎 めさせたまはん人 目をも、今は心やすく思
しな りて、かひなきあはれをだにも絶えずか けさせたまへ」な ど書き乱 りて、
柏木は、女三宮に宛てた便 りの中で 自らの死期 を予感 し、源氏のことを気に しな
いで、柏木のいる空を仰ぎみ るよ うに女三宮に求め る。
光源氏は、桐壼帝の御慮 によって朝家か ら離れたが、現在復権 し、「院」と同格の
地位 を得ている。柏木はこの事実が気に食わない。
柏木は 「咎めさせ たまはん」の中で、「たまふ」に よって源氏が 自分 より上位 であ
ることを示唆 し、「させ」によって源氏が事実上 「院」と見な されてい ること、さら
に 「きこゆ」によって源氏の身分が一の院の娘 「女三宮」に及ばない ことを示唆 し
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てい る。 さらに、柏木 は 「人 目」 とい う語句 によって、源氏が自分 と女三宮 にとっ
て脅威 であるとい う印象 を与 えてい る。
形式上礼節 を踏まえている三重敬語 と 「人 目」 とい う語句は対立 し、その効果 か
ら光源 氏に対す る険 しい反感が読み取れ、朱雀院が取 り持 った光源氏 と女三宮 との
結婚への反発 が感 じられ る。柏木 は敬語表現の巧みな使用 によって、女三宮の世話
を怠った とされ る源氏 よ りも自分が女三宮に近いことを暗示 している。
また新 間(2006)が 指摘す るように、作者は柏木 を白居易 と同時代の詩人であっ
た元槇の姿 と重ねている。元槇に対す る哀悼歌の表現は、『源氏物語』の作者 にイン
スピレーシ ョンを与えた ようである。 作者 は、 白居易が元槇の死を悼んだのと同 じ
く、 この元槇をモデル とした柏木 に対 しても憐憫の情を覚 える。
この女三宮の結婚によって 『源氏物語』の構想 自体が大 きく変わったのではない
か と思われ る。新 しい構想では、源氏の子息夕霧 は物語 の主人公 としての地位 か ら
格下げ されている。 もともと夕霧が太政大臣になるとい う予言があったが、女三宮
と光源 氏の結婚、薫の誕生などの構想 が もとの構想 と衝突 し、予言の実現には至 ら
なかった。
以上例示 したよ うに、国語学的手法にテクス ト言語学的手法 を加 えて、古典文学
作品の構成、成立過程、変遷の履歴な どを明らかにすることができる。
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